
 
利益優先に変更 

東
芝
は

グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
連
動
で

安
定
支
給
部
分
は
四
・
二
ヶ
月

沖
電
気
は
一
九
九
七
年
か
ら
の
十

一
年
間
で
一
時
金
（
賞
与
・
ボ
ー
ナ

ス
）
が
五
ヶ
月
に
な
る
二
百
三
十
億

円
以
上
の
営
業
利
益
に
な
っ
た
の
は

一
度
だ
け
で
す
。
業
績
に
よ
っ
て
一

時
金
は
変
わ
る
（
業
績
連
動
型
）
、

と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
理
解
で
き
て
も

納
得
は
で
き
ま
せ
ん
。
他
社
と
比
較

し
て
差
が
あ
り
す
ぎ
ま
す
。

東
芝
と
比
較
し
て
も
年
収
で
百
万

円
の
格
差
が
生
じ
る
賃
金
制
度
を
是

正
す
る
闘
争
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
同
じ
職
場
で
は
た
ら
く

非
正
規
社
員
の
労
働
条
件
の
改
善
に

取
り
組
む
こ
と
も
、
急
務
で
す
。
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沖
電
気
と
そ
の
関
連
の
会
社
で

働
く
人
々
が
「
安
心
し
て
人
間
ら

し
く
働
け
る
職
場
」
を
願
っ
て
創

ら
れ
た
「
会
」
で
す
。
非
正
規
の

人
な
ど
誰
で
も
入
れ
ま
す
。

「
憲
法
を
職
場
に
」
を
基
本
に
サ
ー

ビ
ス
残
業
の
根
絶
や
「
命
と
く
ら

し
」
を
守
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

会
紙
「
あ
す
な
ろ
」
の
創
刊
は
一

九
八
六
年
八
月
で
、
略
称
は
「
Ｏ

Ａ
Ｋ
」
で
す
。
あ
な
た
も
入
会
し

て
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
情
報
提
供
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

沖
電
気
の
各
地
で
転
籍
す
る
人
や

出出出出
向
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
「
〇

七七七七
年
度
に
は
Ｖ
字
回
復
（
営
業
利
益
・

八八八八
〇
億
円
の
黒
字
化
）
を
め
ざ
す
」

とととと
い
う
会
社
は
、
職
場
で
働
く
従
業

員員員員員
の
切
実
な
声
が
聞
こ
え
て
い
る
の

ででで
し
ょ
う
か
。

今
ま
で
も
「
合
理
化
」
の
た
び
に
、

様様様様様
々
な
嫌
が
ら
せ
に
あ
い
な
が
ら
も

「「
私
は
や
め
ま
せ
ん
」
と
き
っ
ぱ
り
断

りりり
の
返
事
を
し
た
人
、
「
な
ん
年
で
も
、

出出出出
向
の
ま
ま
で
も
定
年
ま
で
沖
の
社

員員員員員
で
い
た
い
」
と
外
部
企
業
で
が
ん

ばばばばば
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
「
定
年
後

もももも
勤
め
ら
れ
る
、
と
の
こ
と
で
移
っ

た
が
無
条
件
で
は
な
か
っ
た
。
自
分

も
そ
う
だ
が
、
き
つ
く
て
や
め
る
人

も
少
な
く
な
い
」
「
何
で
も
教
え
て
い

た
ら
自
分
の
仕
事
が
な
く
な
る
、
と

教
え
て
く
れ
な
い
」
な
ど
転
籍
、
出

向
先
の
苦
労
を
語
っ
て
く
れ
た
人
も

い
ま
す
。

出
向
・
転
籍

本
人
の
同
意
が
必
要

沖
電
気
に
は
労
慟
組
合
と
会
社
で

結
ん
だ
協
定
が
あ
り
、
「
出
向
の
決
定
・

復
職
・
転
籍
」
に
つ
い
て
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
協
定
に
よ
れ
ば

・
出
向
は
本
人
の
意
思
を
尊
重

・
原
則
と
し
て

原
職
復
帰
。

・
転
籍
は
会
社
・
出
向
先
・
転
籍
先先先先先

が
必
要
と
し
本
人
も
了
解
し
た
場場場場場場

合
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

関
連
会
社
、
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
等等等等等

ど
こ
で
働
い
て
い
て
も
、
出
向
・
転転転転転転転

籍
な
ど
の
話
が
あ
っ
た
ら
自
分
の
意意意意意

思
を
は
っ
き
り
伝
え
る
こ
と
が
大
切切切切切

で
す
。
自
分
が
納
得
い
か
な
い
の
なななな

ら
即
答
せ
ず
、
労
働
組
合
、
労
働
基基基基

準
監
督
署
に
も
相
談
を
す
る
こ
と
ででで

す
。

★
ぜ
ひ
、
沖
電
気
の
職
場
を
明
る
くくくくく

す
る
会
（
Ｏ
Ａ
Ｋ
）
に
も
、
ご
相
談談談談談談談

く
だ
さ
い
。

★★★★★ 他社との賃金格差を産む沖電気の一時金支給基準 ★★★★★

業績（利益）連動で

「生計費と労働意欲」は
一
七
〇
〇
人
シ
フ
ト
続
行
中

「
い
や
で
す
」
も
選
択
肢
で
す

「
人
事
も
経
理
も

中
国
へ
・
あ
な
た
の

仕
事
が
突
然
な
く
な

る
」
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ

シ
ャ
ル
九
月
三
日
放

映
）
を
み
ま
し
た
。
わ
が
国
で
は

多
く
の
企
業
が
競
っ
て
生
産
現
場

を
中
国
に
移
管
し
て
お
り
、
沖
電

気
も
同
様
で
す
。
事
務
部
門
ま
で

中
国
に
移
管
さ
れ
る
の
は
、
驚
き

で
し
た
。
最
初
に
事
務
部
門
を
移

管
し
た
の
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
。
格
段

に
安
い
人
件
費
を
売
り
物
に
、
多

く
の
企
業
で
移
管
が
始
ま
っ
て
い

る
と
テ
レ
ビ
は
伝
え
ま
す
。
取
材

は
ネ
ッ
ト
販
売
で
大
手
企
業
の
総

務
職
場
で
し
た
。
移
管
に
反
対
し

て
い
た
総
務
担
当
者
に
、
「
移
管

で
き
な
い
あ
な
た
の
仕
事
と
は
何

か
」
と
会
社
は
迫
り
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
一
人
の
社
員
は
退
職
し
て

し
ま
い
ま
す
▼
七
月
の
完
全
失
業

率
が
発
表
に
な
り
ま
し
た
。
男
女

と
も
失
業
率
は
わ
ず
か
に
減
少
を

し
た
が
、
非
正
規
雇
用
者
の
比
率

が
増
大
し
、
「
正
社
員
」
の
求
人

は
大
幅
に
減
少
を
し
た
と
あ
り
ま

す
。
正
社
員
か
ら
非
正
規
社
員
へ

の
置
き
換
え
が
一
層
進
ん
で
い
る

の
が
実
態
で
す
▼
厚
生
労
働
省
の

調
査
で
、
愛
知
県
内
の
「
ネ
ッ
ト

カ
フ
ェ
難
民
」
（
住
居
を
失
い
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
な
ど
に
常

連
的
に
寝
泊
り
す
る
人
た
ち
）
は

一
三
〇
〇
人
に
推
定
さ
れ
る
と
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
名

古
屋
市
内
の
「
難
民
」
は
二
〇
〇

人
。
「
難
民
」
の
ほ
と
ん
ど
が
、

非
正
規
雇
用
の
急
増
し
て
い
る
郊

外
の
工
場
周
辺
で
“
生
活
”
を
し

て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
▼
企
業

利
益
優
先
に
よ
る
非
正
規
雇
用
へ

の
置
き
換
え
は
、
す
さ
ま
じ
い
規

模
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
、
生
産
現
場
に
と
ど
ま
ら
ず
事

務
部
門
ま
で
海
外
へ
の
移
管
、
外

注
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
企
業
の

論
理
に
対
し
「
私
の
生
活
は
ど
う

す
る
の
か
」
と
生
存
権
を
か
け
た

運
動
と
正
規
・
非
正
規
者
の
連
帯

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
Ｍ
）

沖電気では９９年の４１

６億円の赤字を契機 に

年間の営業利益が単

独で２３０億円の時に５ヶ

月になるシステムになっ

た。

★一時金の安定支給

部分は４ヶ月

（▲は赤字）

電
機
各
社
は
一
九
九
八
年
ご
ろ
か

ら
賃
金
抑
制
の
た
め
に
成
果
主
義
賃

金
や
一
時
金
の
業
績
（
利
益
）
連
動
制

を
導
入
す
る
企
業
が
増
加
し
ま
し
た
。

沖
電
気
で
は
業
績
が
回
復
せ
ず
現

在
の
方
式
で
は
「
世
間
並
み
の
生
活
」

が
で
き
な
い
状
態
に
な
り
改
善
を
求

め
る
声
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

非
利
益
連
動
の
日
立
は
赤
字
の

今
年
で
も
四
・
七
ヶ
月
獲
得

企
業
に
よ
っ
て
賃
金
（
退
職
金
・

一
時
金
含
む
）
の
支
払
い
方
法
は
違

い
ま
す
が
、
世
間
並
み
の
賃
金
を
払

う
よ
う
に
努
力
す
る
の
は
経
営
者
の

責
務
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
三
月
期
、
日
立
製
作
所
は
連

結
決
算
で
一
人
当
た
り
換
算
・
営
業

利
益
マ
イ
ナ
ス
百
七
十
四
万
円
で
し

た
が
、
「
年
間
五
ヶ
月
」
中
心
の
要

求
を
し
て
四
・
七
ヶ
月
で
し
た
。
沖

電
気
は
夏
季
で
一
・
八
ヶ
月
で
し
た
。

今
年
度
の
沖
電
気
単
独
予
算
の
営

業
利
益
は
、
七
〇
億
円
の
赤
字
で
す
。

こ
れ
で
は
最
初
か
ら
、
一
時
金
は
四
ヶ

月
以
下
で
す
。
私
た
ち
従
業
員
の
労

働
意
欲
が
湧
く
制
度
へ
の
変
更
を
強

く
望
み
ま
す
。
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「５ヶ月を基本」に要求していま

した。１９９３年は赤字でしたが、

要求５.６ヶ月で妥結は４.８ヶ月。

業績連動に変わりました。

半期の計算式＝過去1年間の営

業利益÷２３０÷２＋２ヶ月

年度
一人当たり

営業損益

年間

支給月数

１９９２ ３２ ５．５３

１９９３ ▲２０９ ４．８

１９９４ １３８ ４．８５

年度
1人当たり

営業損益

年間

支給月数

２００５ １４８ ４．３３

２００６ ６８ ４．０８

２００７ ▲２９７ （４．０）

電機他社の一時金

０７春闘結果（ＯＡＫ調べ）

安川電機 ６．０

三菱電機 ５．５

東芝 ５．４４

シャープ ５．３

富士通 ４．８

ＮＥＣ ４．４８

「
沖
電
気
の
職
場
を

明
る
く
す
る
会

と
は



アメリカ（０７年予定）８７０円

イギリス　　　　　　１２０１円

フランス　　　　　　１０７９円

オーストラリア　　　１１５９円

都道府県名 現在の最低賃金 新最低賃金

東京 ７１９円 ７３９円

埼玉 ６８７円 ７０２円

群馬 ６５４円 ６６４円

沖縄 ６１０円 ６１８円

従
業
員
を
信
頼
し
て
な
い
の
？

【
東
京
】

様
々
な
情
報
漏
洩
対
策
が
次
々

ととととととととととととととととととととと
実
施
さ
れ
、
手
荷
物
検
査
ま
で

行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
度
は
、
漏
洩
事
故
を
起
こ
し
た

者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
は
就
業
規
則
を
適
用
し
て
懲
戒

処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処
分
す
る
、
と
い
う
警
告
が
出
さ

れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
ま
し
た
。
社
員
性
悪
説
に
転
換

ししししししししししししししししし
た
か
の
よ
う
で
、
「
会
社
と
し

てててててててててててててててて
こ
れ
だ
け
対
策
し
た
。
あ
と
は

従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従
業
員
の
問
題
、
何
か
あ
っ
た
ら

クククククククククククククククククク
ビ
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」

ととととととととととととととととととととと
の
感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
情

報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、
脅
か
し
た

りりりりりりりりりりりりりりりりりり
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
会
社
と

社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社
員
の
信
頼
関
係
が
基
本
で
は
な

いいいいいいいいいいいい
で
し
ょ
う
か
？

会
社
は
、
従
業
員
の

安
全
を
考
え
て
欲
し
い【群

馬
】

二
年
ぶ
り
に
首
都
圏
を
直
撃
し

たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
台
風
九
号
。
群
馬
県
で
も
被
害

ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
続
出
し
、
富
岡
工
場
で
は
、
従

業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
員
が
住
ん
で
い
る
地
域
に
避
難

勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧
告
が
出
た
り
、
通
勤
路
が
土
砂

崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩
れ
、
道
路
封
鎖
で
出
勤
で
き
な

くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
な
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。
電
車

通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
勤
に
使
わ
れ
る
上
信
電
鉄
が
不

通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
に
な
り
、
帰
宅
時
に
激
し
い
風

雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨
の
中
で
二
時
間
も
足
止
め
。

台
風
が
関
東
地
方
に
接
近
し
た

六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六
日
の
朝
に
は
、
土
砂
崩
れ
や
河

川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川
の
氾
濫
等
の
被
害
が
予
想
さ
れ

てててててててててててててててててててててててててててててててて
い
た
事
を
考
え
る
と
、
従
業
員

ののののののののののののののののののののののののののの
安
全
を
考
え
た
会
社
の
対
応
が

望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
高
崎
工

場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
で
は
「
製
品
の
被
害
対
策
」

「
速
や
か
な
帰
宅
」
を
呼
び
か
け

るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
放
送
が
あ
り
ま
し
た
が
、
富
岡

工
場
で
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
「
何
日
も
前
か
ら
台
風
直
撃

が
分
か
っ
て
い
た
。
台
風
上
陸
が

報
道
さ
れ
た
時
点
で
早
期
退
社
や

台
風
情
報
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
べ
き

だ
」
「
従
業
員
の
身
の
安
全
を
考

え
て
欲
し
い
」
率
直
な
声
で
す
。

度
重
な
る
浸
水
事
故
に

抜
本
対
策
を

【
本
庄
】

夏
の
集
中
豪
雨
の
時
期
、
今
年

も
本
庄
工
場
で
は
浸
水
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
床
高
が

低
い
四
期
工
場
。
排
水
能
力
以
上

の
豪
雨
で
、
配
水
管
が
通
る
柱
の

根
元
や
外
部
か
ら
扉
を
通
じ
て
浸

水
し
て
し
ま
い
ま
す
。
柱
の
周
り

に
防
水
枠
を
設
け
た
り
、
各
扉
に

は
防
水
板
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
隙
間
か
ら
の
浸
水
は
防
げ
ま

せ
ん
。
定
時
後
人
が
い
な
い
時
の

対
応
は
大
変
で
、
呼
び
出
さ
れ
る

管
理
職
も
大
変
で
す
。
製
造
現
場

で
は
物
を
直
置
き
し
な
い
で
ス
ノ

コ
や
台
車
な
ど
に
置
い
て
い
ま
す

が
、
一
時
的
に
物
置
に
使
っ
て
い

た
所
な
ど
で
は
被
害
を
受
け
た
よ

う
で
す
。
被
害
が
出
た
ら
保
険
が

出
る
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
と
こ
ろ
温
暖
化
の
せ
い
か
豪

雨
も
激
し
く
な
り
、
排
水
能
力
を

上
げ
る
抜
本
対
策
が
求
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

台
風
で
も
休
め
な
い【

八
王
子
】

台
風
九
号
が
上
陸
し
た
六
・
七

日
に
か
け
て
八
王
子
で
も
退
社
を

促
す
“
社
内
放
送
”
が
あ
り
職
場

は
普
段
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
今
回
も
中
央
線
の
高
尾
か

ら
山
梨
方
面
は
運
休
と
な
り
利
用

者
は
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

そ
う
い
う
中
で
も
「
本
当
は
休
み

た
い
け
れ
ど
納
期
の
関
係
で
そ
う

も
い
か
な
い
」
と
出
勤
し
た
人
や

「
出
張
だ
っ
た
が
帰
宅
し
た
の
はははははははははははははははははははははははははははははははははははは

午
前
二
時
過
ぎ
だ
っ
た
」
な
ど
様
々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々

で
す
。

折
り
し
も
、
組
合
は
“
年
休
取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取

得
向
上
”
に
取
り
組
ん
で
い
る
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時

期
で
す
が
、
今
後
は
今
回
の
よ
うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

な
時
な
ど
は
「
年
休
取
得
状
況
」

も
参
考
に
職
場
ご
と
の
“
実
効
性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性

を
上
げ
る
取
り
組
み
”
に
し
て
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

き
た
い
も
の
で
す
。

防
災
に
思
う
こ
と

【
沖
電
気
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
】】

大
型
台
風
九
号
に
よ
る
交
通
マママママママママママママママママママママママ

ヒ
の
中
、
な
ん
と
か
職
場
に
到
着
。。。。。。。。

い
つ
も
な
が
ら
大
都
市
の
災
害
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

対
す
る
弱
さ
を
痛
感
し
ま
す
。

休
憩
時
間
に
台
風
被
害
か
ら
震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震

災
時
の
帰
宅
困
難
者
、
い
わ
ゆ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

「
帰
宅
難
民
」
の
話
に
な
り
ま
しししししししししししししししししししししししししししししししししし

た
。
帰
宅
距
離
が
お
お
む
ね
20
kkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmm

以
上
が
帰
宅
困
難
者
。
同
僚
に
はははははははははははははははははははははははははははははははははははは

千
葉
、
神
奈
川
か
ら
埼
玉
県
蕨
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市

ま
で
の
50
km
を
超
え
る
長
距
離
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通

勤
者
も
い
ま
す
。
「
帰
宅
マ
ッ
ププププププププププププププププププププププププププププププププ

は
持
っ
て
い
る
」
「
大
地
震
は
必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必

ず
来
る
と
思
う
が
準
備
は
こ
れ
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

ら
」
「
何
も
し
て
い
な
い
」
な
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど

各
人
の
防
災
意
識
に
差
が
あ
る
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ

う
で
す
。

《

編
集
後
記

》

〇
六
年
度
取
締
役
の
報
酬
は
、

前
年
と
比
べ
て
急
騰
し
、
主
要
企
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

平
均
で
二
十
一
％
の
ア
ッ
プ
だ
と
い
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

ま
す
。
一
方
、
〇
七
春
闘
の
賃
上
げげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげ

は
一
・
九
％
で
金
額
は
六
二
〇
二
円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円

（日
経
連
）の
低
額
。

沖
電
気
の
取
締
役
一
人
当
り
ののののののののののののののののののののののののののののの

平
均
年
収
は

〇
五
年
度
が
三
一
一
八
万
円
、

〇
六
年
度
は
三
五
一
八
万
円

と
、
十
三
％
の
増
加
で
す
。
基
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本

報
酬
＋
業
績
連
動
賞
与
＋
報
奨
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

と
し
て
の
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョ

ン
（
株
式
購
入
権
）
で
支
払
わ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ

て
い
ま
す
。
最
近
の
二
年
間
で
二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二

十
五
％
の
増
加
で
す
。

★ 生 活 保 護 基 準 を 上 回 る 最 低 賃 金 に ★ ２００７年９月 第２２７号

近
年
、
世
界
各
国
で
大
地
震

が
相
次
ぎ
、
日
本
で
も
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
の
大
き
い
地

震
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

七
月
の
新
潟
県
中
越
沖

地
震
で
は
東
電
柏
崎
原

発
で
重
大
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
火
災
発
生

や
放
射
能
漏
れ
な
ど
、

改
め
て
そ
の
安
全
性
や

必
要
性
が
問
わ
れ
ま
し

た
。
自
衛
消
防
隊
も
な

く
防
災
対
策
・
情
報
公

開
な
ど
の
不
備
も
露
呈

し
、
社
会
を
驚
愕
さ
せ

ま
し
た
。

九
月
一
日
は
全
国
的

に
防
災
の
日
で
す
が
、

沖
電
気
で
は
十
月
一
日

か
ら
七
日
ま
で
を
「
防

災
週
間
」
と
し
て
い
ま

す
。

こ
れ
は
二
五
年
前
に
お
き
た

宮
崎
沖
電
気
の
火
災
事
故
に
よ

り
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
、

「
再
び
こ
の
様
な
事
故
を

起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の

で
す
。

一
昨
年
か
ら
、
沖
電
気
で

は
建
物
が
「
新
耐
震
レ
ベ

ル
」
の
強
度
が
保
た
れ
て

い
る
か
調
査
を
し
て
、
各

地
で
補
強
工
事
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

【
新
耐
震
レ
ベ
ル
と
は
】

一
九
八
一
年
の
建
築
基

準
改
正
以
降
の
建
物
強
度

で
、
ま
れ
に
起
こ
る
大
地

震
で
建
物
に
あ
る
程
度
の

被
害
が
出
て
も
そ
の
建
物

の
利
用
者
の
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

《《《《《《《《 防防防防防防防防 災災災災災災災災 週週週週週週週 間間間間間間間 》》》》》》》》
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最
低
賃
金

六
～
十
九
円
上
げ

十
月
か
ら
地
域
ご
と
に
改
定

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃

金
法
に
基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低

限
度
を
定
め
、
使
用
者
は
そ
の
最

低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者

に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制

度
で
す
。
①
地
域
別
最
低
賃
金
②

産
業
別
最
低
賃
金
③
労
働
協
約
の

拡
張
適
用
に
よ
る
地
域
的
最
低
賃

金
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

基
本
と
な
る
①
の
地
域
別
最
低

賃
金
は
四
七
都
道
府
県
ご
と
に
決

定
さ
れ
地
域
差
が
つ
い
て
い
ま
す
。

同
一
労
働
、
同
一
賃
金
の
原
則
か

ら
す
れ
ば
差
が
あ
る
の
は
問
題
で

す
。「

生
活
で
き
る
賃
金
を
」
の

世
論
も
後
押
し

改
定
の
目
安
と
な
る
中
央
最
低

賃
金
審
議
会
は
八
月
十
日
、
六
円

～
十
九
円
（
全
国
平
均
十
四
円
）

の
答
申
を
し
ま
し
た
。
生
計
費
無

視
の
実
態
を
告
発
し
、
国
会
に
最

低
賃
金
法
改
正
案
が
提
出
さ
れ
る

な
ど
の
運
動
と
情
勢
が
今
年
度
の

答
申
を
動
か
し
、
〇
二
年
以
降
で

は
最
大
の
上
げ
幅
に
な
り
ま

し
た
。

「
格
差
是
正
」
の

改
善
な
ら
ず

労
働
者
側
が
五
十
円
以
上

を
求
め
た
の
に
、
経
営
者
側
が

反
対
し
た
た
め
労
使
の
中
間

的
な
答
申
に
押
さ
え
込
ま
れ

ま
し
た
。
各
地
方
審
議
会
の
答

申
は
九
月
七
日
に
出
さ
れ
全

国
平
均
で
十
四
円
増
の
六
八

七
円
に
な
り
、
最
高
の
東
京
は

七
三
九
円
、
最
低
の
沖
縄
は

六
一
八
円
と
そ
の
差
は
一
〇

九
円
か
ら
一
二
一
円
へ
と
残

念
な
が
ら
格
差
は
拡
大
す
る

内
容
で
す
。

日
本
の
最
低
賃
金
は

低
す
ぎ
で
す

日
本
は
世
界
一
の
物
価
高
の
国

で
す
。
生
活
必
需
品
で
は
ア
メ
リ

カ
の
二
倍
以
上
で
、
「
最
低
賃
金

一
〇
〇
〇
円
以
上
」
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

欧米の最低賃金（最低時給）

《
宮
城
沖
電
気
》

「
平
成
十
九
年
防
災
功
労
者

防
災
担
当
大
臣
表
彰
」
を
受
賞

宮
城
沖
電
気
（
黒
川
郡
・
半
導
体

生
産
・
約
八
百
人
）
は
〇
三
年
の
五

月
・
七
月
と
〇
五
年
八
月
の
三
度
、

震
度
五
強
の
地
震
で
被
災
し
ま
し
た
。

そ
の
教
訓
か
ら
、
◎
建
物
の
耐
震

補
強
や
装
置
の
固
定
◎
地
震
の
ゆ
れ

が
到
達
す
る
前
に
工
場
へ
の
緊
急
放

送
、
装
置
を
安
全
に
停
止
さ
せ
る

「
防
災
シ
ス
テ
ム
」
の
共
同
開
発
お

よ
び
設
置
◎
シ
ス
テ
ム
を
実
際
利
用

し
た
実
働
訓
練
、
な
ど
の
防
災
対
策

が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
世
界
一
地
震
・
災
害
に
強
い
半

導
体
工
場
」
を
目
指
し
、
お
客
様
に

安
心
、
工
場
で
働
く
従
業
員
に
安
全

を
提
供
し
て
い
く
、
を
方
針
と
し
て

い
ま
す
。


